
本
 
山
 
貞
一
 
 
 

一
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
期
の
労
働
組
合
運
動
 
 

二
 
ド
イ
ツ
金
属
労
働
者
組
合
（
D
M
V
）
の
発
展
と
限
界
（
以
上
、
第
一
〇
号
）
 
 

三
 
金
属
＝
機
械
工
業
の
発
展
と
労
働
者
状
態
 
 
 

H
 
金
属
＝
磯
械
工
業
の
発
展
と
産
業
構
造
（
以
上
、
第
一
二
号
）
 
 
 

⇔
 
生
産
過
程
の
近
代
化
と
労
働
関
係
の
変
化
 
 

1
 
生
産
過
程
の
近
代
化
と
合
理
化
の
基
本
的
特
徴
と
候
向
（
以
上
、
本
号
）
 
 

2
 
企
業
内
労
働
関
係
の
変
化
（
以
下
、
つ
づ
く
）
 
 

3
 
賃
金
と
労
働
条
件
 
 
 

日
 
金
属
＝
墳
械
労
働
者
の
社
会
的
状
腰
 
 

四
 
ド
イ
ツ
金
属
労
働
者
組
合
（
D
M
V
）
 
の
組
織
間
庖
と
合
理
化
問
題
へ
の
対
応
 
 

（
二
）
 
生
産
過
程
の
近
代
化
と
労
働
関
係
の
変
化
 
 
 

こ
の
項
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
先
だ
つ
約
二
〇
年
間
の
ド
イ
ツ
金
属
＝
機
械
工
莱
に
お
け
る
生
産
過
程
の
近
代
化
と
合
理
化
の
特
 
 

ド
イ
ツ
金
属
労
働
者
組
合
と
産
業
合
理
化
問
題
ニ
ニ
）
 
 
 

ド
イ
ツ
金
属
労
働
者
組
合
（
O
M
V
）
と
産
業
合
理
化
問
題
（
三
）
 
 
 

－
 
第
一
次
大
戦
前
期
の
金
属
＝
磯
械
工
業
の
労
働
者
状
態
と
労
働
組
合
運
動
 
－
 
 



l
 
生
産
過
程
の
近
代
化
と
合
理
化
の
基
本
的
特
徴
と
傾
向
 
 
 

新
生
産
方
法
＝
量
産
体
制
ほ
、
金
属
＝
機
械
工
業
に
固
有
な
多
段
階
の
生
産
工
程
を
一
定
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
効
果
的
、
合
理
的
に
 
 

結
合
し
た
ひ
と
つ
の
大
規
模
な
生
産
有
機
体
で
あ
っ
た
。
こ
の
生
産
有
検
体
の
内
部
で
各
生
産
工
程
の
機
械
装
置
群
と
部
分
労
働
者
群
は
 
 

（
2
）
 
 

全
体
の
一
部
と
し
て
有
椀
的
に
編
成
さ
れ
、
技
術
＝
経
済
的
に
決
定
さ
れ
る
一
定
の
課
題
を
過
不
足
な
く
達
成
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
 
 

こ
れ
を
機
械
技
術
の
発
達
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
す
で
に
多
か
れ
少
な
か
れ
機
械
化
さ
れ
た
各
生
産
工
程
の
個
別
的
機
械
技
術
を
全
 
 

体
と
し
て
機
能
的
に
調
和
的
、
整
合
的
な
体
系
の
な
か
に
組
み
込
む
こ
と
、
つ
ま
り
量
産
機
械
技
術
と
い
う
新
し
い
機
械
技
術
体
系
に
統
 
 

（
3
）
 
 

合
化
す
る
こ
と
を
い
み
し
た
。
個
別
的
な
機
械
装
置
の
発
明
や
改
良
は
、
全
体
と
の
調
和
の
な
か
で
は
じ
め
て
現
実
性
を
も
つ
こ
と
に
な
 
 

（
4
）
 
 

る
。
こ
の
た
め
新
生
産
方
法
は
、
こ
れ
に
固
有
の
ま
っ
た
く
新
し
い
性
格
の
技
術
を
必
要
と
し
た
。
巨
大
な
生
産
有
機
体
の
多
数
の
構
成
 
 

要
素
を
調
和
的
、
整
合
的
あ
る
い
ほ
効
果
的
、
合
理
的
に
編
成
し
、
そ
の
円
滑
な
操
業
を
維
持
す
る
た
め
の
特
殊
な
技
術
と
し
て
の
一
連
 
 

（
5
）
 
 

の
量
産
管
理
技
術
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
金
属
＝
機
械
工
業
の
生
産
過
程
の
近
代
化
と
合
理
化
は
量
産
枚
械
技
術
と
量
産
管
理
技
術
と
い
 
 
 

八
八
 
 

傲
と
傾
向
、
お
よ
び
こ
れ
に
と
も
な
う
企
業
内
労
働
関
係
の
再
編
と
労
働
諸
条
件
の
変
化
を
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
を
基
本
的
に
方
 
 

向
づ
け
た
の
は
、
前
項
で
新
生
産
方
法
と
よ
ん
だ
量
産
体
制
の
発
展
で
あ
っ
た
。
新
生
産
方
法
の
発
展
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
資
本
 
 

主
義
の
帝
国
主
義
段
階
の
基
軸
的
生
産
力
の
発
展
を
い
み
し
た
が
、
直
接
的
に
は
内
外
市
場
で
の
兢
争
力
強
化
を
め
ぎ
す
個
別
大
企
業
の
 
 

（
1
）
 
経
常
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
コ
ス
ト
引
下
げ
を
最
優
先
課
題
と
し
て
多
数
の
技
術
的
改
良
を
統
合
化
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
 
 

こ
こ
で
ほ
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
企
業
＝
工
場
レ
ヴ
ュ
ル
で
の
個
別
的
な
技
術
努
力
の
具
体
的
な
方
法
と
手
段
が
新
生
産
方
法
に
統
合
化
 
 

さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
金
属
労
働
者
の
労
働
現
場
の
諸
関
係
と
労
働
諸
条
件
を
多
面
的
に
規
定
し
変
革
し
て
い
っ
た
事
情
に
注
目
す
る
。
 
 



（
6
）
 
 

ぅ
二
つ
の
新
し
い
技
術
体
系
の
発
達
を
原
動
力
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。
新
生
産
方
法
は
こ
の
両
技
術
体
系
の
結
合
と
均
衡
の
う
え
に
成
立
 
 

（
7
）
 
 

し
た
と
い
え
る
。
 
 
 

し
か
し
ひ
と
く
ち
に
新
生
産
方
法
＝
量
産
体
制
と
い
っ
て
も
、
鉄
鋼
業
の
銑
鋼
一
貫
生
産
体
制
と
機
械
工
業
の
量
産
ラ
イ
ソ
体
制
と
で
 
 

は
生
産
有
機
体
の
編
成
形
態
に
明
ら
か
な
相
違
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
発
展
傾
向
や
労
働
諸
関
係
へ
の
作
用
の
あ
り
方
も
対
敵
的
な
特
徴
 
 

を
示
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
両
部
門
の
生
産
過
程
の
構
造
と
市
場
条
件
が
相
違
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
二
つ
の
量
産
技
術
体
系
の
発
達
と
均
 
 

衡
の
条
件
が
異
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
事
乗
じ
た
い
は
一
見
し
て
明
瞭
で
あ
る
が
、
そ
の
作
用
結
果
で
あ
る
労
働
諸
関
係
の
変
化
に
 
 

は
複
雑
な
影
響
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
右
の
二
つ
の
新
生
産
方
法
の
編
成
形
態
と
発
展
傾
向
の
特
徴
、
お
よ
び
こ
れ
を
規
定
し
た
 
 

量
産
技
術
の
発
達
と
均
衡
の
諸
条
件
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
を
以
下
で
の
考
察
の
指
標
と
し
て
概
括
し
て
お
こ
う
。
 
 
 

ま
ず
鉄
鋼
業
の
銑
鋼
一
貫
生
産
体
制
は
、
原
料
鉱
石
か
ら
鋼
材
製
品
に
い
た
る
l
連
の
単
線
的
に
連
続
す
る
生
産
工
程
を
大
型
高
能
力
 
 

（
8
）
 
 

の
作
業
機
概
と
運
搬
機
械
で
結
合
し
て
連
続
生
産
を
お
こ
な
う
巨
大
な
機
械
装
置
群
の
組
織
体
系
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
量
産
化
は
マ
ル
 
 

ク
ス
の
い
う
撥
械
体
系
M
a
s
註
i
n
昌
S
y
S
t
e
m
 
を
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、
そ
の
「
客
観
的
な
生
産
有
撥
体
」
と
し
て
の
編
 
 

成
形
態
と
発
展
傾
向
は
組
織
さ
れ
た
機
械
体
系
の
特
徴
を
そ
の
ま
ま
示
す
。
す
な
わ
ち
「
組
織
さ
れ
た
機
械
体
系
に
お
い
て
は
、
部
分
磯
 
 

械
相
互
の
協
働
が
、
そ
れ
ら
の
数
、
そ
れ
ら
の
大
き
さ
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
速
度
の
あ
い
だ
に
、
一
定
の
比
例
関
係
を
つ
く
り
出
す
。
結
 
 

合
さ
れ
た
作
業
撥
、
す
な
わ
ち
、
い
ま
で
は
異
種
類
の
個
々
の
作
業
撥
と
、
そ
れ
ら
の
群
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
た
体
系
は
、
そ
の
総
過
程
 
 

が
連
続
的
で
あ
れ
ば
あ
る
は
ど
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
最
初
の
段
階
か
ら
最
終
の
段
階
へ
の
原
料
の
移
行
に
中
断
が
少
な
い
ぼ
ど
、
し
た
が
 
 

っ
て
人
間
の
手
の
か
わ
り
に
機
構
そ
の
も
の
が
、
原
料
を
一
生
産
段
階
か
ら
次
の
生
産
段
階
に
運
ぶ
こ
と
が
多
い
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
完
全
 
 

（
9
）
 
 

な
も
の
と
な
る
」
。
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
は
一
九
世
紀
中
葉
の
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
 
 

ド
イ
ツ
金
属
労
働
者
風
合
と
産
業
合
理
化
問
題
（
三
）
 
 
 



九
〇
 
 

る
機
械
体
系
の
一
般
的
な
編
成
形
態
と
発
展
傾
向
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
鉄
鋼
業
に
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
。
生
産
工
程
の
 
 

全
面
的
撥
械
化
、
部
分
機
械
相
互
の
比
例
関
係
、
総
過
程
ま
た
は
全
磯
構
の
連
続
化
と
自
動
化
で
あ
る
。
だ
が
鉄
鋼
業
の
銑
鋼
一
貫
生
産
 
 

体
制
は
、
こ
の
部
門
の
機
械
体
系
と
し
て
当
然
に
固
有
の
特
徴
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
高
炉
と
転
炉
が
全
生
産
過
程
の
中
核
を
な
す
機
械
 
 

装
置
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
撥
能
と
性
格
か
ら
生
じ
る
技
術
＝
経
済
的
要
求
が
機
械
体
系
の
編
成
を
決
浸
す
る
支
配
的
要
因
を
な
す
と
い
 
 

（
1
0
）
 
 

う
こ
と
。
具
体
的
に
は
次
の
三
点
に
あ
ら
わ
れ
る
。
第
一
に
、
高
炉
と
転
炉
は
高
温
で
の
一
定
の
化
学
反
応
プ
ロ
セ
ス
を
確
保
す
る
と
い
 
 

う
全
工
程
に
と
っ
て
核
心
的
な
、
し
か
し
単
一
の
厳
密
に
特
定
さ
れ
た
機
能
だ
け
を
も
つ
磯
械
装
置
で
あ
る
が
、
そ
の
操
業
の
た
め
に
多
 
 

数
の
梯
械
装
置
か
ら
な
る
付
属
設
備
群
（
送
風
＝
予
熱
設
備
、
冷
却
＝
排
水
設
備
、
運
搬
設
備
、
副
原
料
加
工
設
備
な
ど
）
の
補
助
的
働
 
 

き
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
付
属
設
備
群
と
こ
れ
を
構
成
す
る
多
数
の
機
械
装
置
の
す
べ
て
の
機
能
と
性
能
は
中
核
的
機
械
装
 
 

置
で
あ
る
高
炉
と
転
炉
の
機
能
に
従
属
し
、
後
者
の
「
命
じ
る
」
技
術
必
然
性
に
し
た
が
っ
て
「
そ
れ
ら
の
数
、
大
き
さ
、
速
度
」
が
決
 
 

定
さ
れ
る
。
第
二
に
、
高
炉
で
発
生
す
る
高
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
と
石
炭
ガ
ス
の
有
効
利
用
と
い
う
技
術
＝
経
済
的
課
題
か
ら
製
鉄
、
 
 

製
鋼
、
圧
延
工
程
の
連
続
結
合
が
技
術
的
必
然
性
と
な
る
。
こ
の
い
み
で
は
銑
鋼
一
貫
生
産
体
制
は
生
産
の
集
積
の
結
果
と
い
う
よ
り
 
 

も
、
中
核
的
機
械
装
置
の
機
能
か
ら
生
じ
る
課
題
を
達
成
す
る
た
め
の
技
術
必
然
的
手
段
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
集
積
の
強
力
な
原
動
力
で
 
 

あ
っ
た
。
第
三
に
、
鉄
鋼
業
の
生
産
力
の
発
展
は
一
般
に
機
械
体
系
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
個
々
の
按
株
装
置
の
大
型
化
と
い
う
形
を
と
 
 

り
、
こ
こ
で
も
中
核
的
磯
械
装
置
の
性
格
が
決
定
的
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
高
炉
と
転
炉
の
能
力
の
増
強
が
熱
効
率
の
向
上
と
 
 

い
う
課
題
と
結
び
つ
い
て
そ
れ
ら
の
大
型
化
と
い
う
形
を
と
り
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
付
属
設
備
群
の
す
べ
て
の
機
械
装
置
が
大
型
化
さ
 
 

れ
る
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
。
－
1
1
こ
の
よ
う
に
銑
鋼
一
貫
生
産
体
制
は
高
炉
と
転
炉
を
中
核
機
械
装
置
と
し
、
そ
れ
ら
の
機
能
と
性
格
 
 

の
技
術
必
然
性
に
も
と
づ
い
て
付
属
設
備
群
、
お
よ
び
連
続
す
る
全
生
産
過
程
を
結
合
し
た
機
械
体
系
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
多
 
 
 



数
の
個
別
的
な
椒
械
装
置
と
検
械
技
術
を
そ
れ
ら
の
特
性
に
応
じ
て
効
果
的
、
整
合
的
に
組
織
化
す
る
た
め
の
統
合
的
な
量
産
磯
裸
技
術
 
 

の
発
達
が
、
機
械
体
系
的
生
産
有
機
体
と
し
て
の
銑
鋼
一
貫
生
産
体
制
の
編
成
と
発
展
の
た
め
の
主
導
的
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

ゲ
ル
ゼ
ン
キ
ル
ヘ
ン
鉱
業
会
社
エ
シ
ュ
製
鉄
所
の
銑
鋼
一
貫
生
産
設
備
一
九
一
二
年
に
操
業
を
開
始
し
た
こ
の
設
備
は
約
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
 
 

の
敷
地
に
≡
0
0
ト
ン
高
炉
六
基
、
三
〇
ト
ン
・
ト
ー
マ
ス
転
炉
四
基
、
大
型
圧
延
機
四
基
を
傭
な
え
、
年
産
六
〇
万
ト
ン
以
上
の
粗
鋼
生
産
力
を
 
 

も
つ
当
時
と
し
て
最
新
鋭
の
銑
鋼
一
貫
生
産
設
備
で
あ
っ
た
。
諸
設
備
の
お
よ
そ
の
配
置
を
み
る
と
東
西
一
入
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
t
二
〇
〇
メ
 
 
 

ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
長
方
形
の
敷
地
に
西
側
か
ら
高
炉
設
備
、
製
鋼
設
備
、
圧
延
設
備
の
順
に
な
ら
び
、
東
側
の
鉄
道
線
路
か
ら
の
引
込
み
線
が
多
数
の
 
 

支
線
に
分
岐
し
な
が
ら
北
か
ら
こ
れ
ら
の
設
備
の
あ
い
だ
を
通
っ
て
南
に
ぬ
け
、
ふ
た
た
び
合
流
し
て
も
と
の
鉄
道
線
終
に
も
ど
る
よ
う
ル
ー
プ
状
 
 

に
敷
設
さ
れ
た
。
敷
地
の
造
成
の
た
め
に
移
動
さ
せ
た
土
砂
一
九
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
構
造
物
に
使
用
し
た
鉄
材
五
万
閤
0
0
0
ト
ン
、
コ
ソ
ク
 
 

リ
ー
ト
ニ
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
上
屋
部
分
の
面
積
一
二
万
三
〇
〇
〇
平
方
メ
T
一
l
「
ル
、
構
内
軌
条
の
延
長
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ん
だ
。
主
 
 

要
設
備
の
概
要
を
操
業
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
述
べ
る
と
、
次
の
と
お
り
。
 
 

ま
ず
鉄
道
か
ら
鉱
石
、
コ
ー
ク
ス
、
副
原
料
（
石
灰
石
）
 
の
専
用
貨
物
列
車
が
構
内
の
二
帯
奥
（
西
側
）
の
貯
蔵
場
の
高
架
軌
条
に
到
着
す
る
 
 

と
、
自
動
装
置
に
よ
っ
て
貨
車
の
底
が
開
放
さ
れ
て
鉱
石
等
が
下
の
サ
イ
ロ
に
落
下
す
る
。
荷
降
し
が
終
っ
た
列
車
は
そ
の
ま
ま
ル
ー
プ
状
の
軌
条
 
 

を
前
進
し
て
構
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
紛
二
〇
分
お
き
に
到
着
す
る
列
車
の
混
雑
と
渋
滞
を
防
い
で
い
る
。
高
架
軌
条
下
の
鉱
石
等
の
サ
イ
ロ
は
 
 
 

一
研
が
一
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
容
積
を
も
ち
、
そ
れ
が
三
八
研
な
ら
ん
だ
列
が
二
本
あ
る
。
サ
イ
ロ
の
庶
に
ホ
ッ
パ
が
と
り
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
 
 

鉱
石
等
は
そ
こ
か
ら
装
入
バ
ケ
ッ
ト
に
積
ま
れ
、
電
動
式
台
車
と
傾
斜
ふ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
高
炉
頂
上
の
装
入
ロ
に
運
ば
れ
、
高
炉
内
に
放
出
さ
れ
 
 

る
。
 
 

三
〇
〇
ト
ソ
高
炉
六
基
は
、
平
均
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
一
列
に
並
ぶ
。
高
炉
本
体
は
炉
底
内
径
四
メ
ー
ト
ル
、
炉
胸
内
径
七
メ
ー
ト
ル
、
高
 
 

さ
二
五
メ
ー
ト
ル
、
容
積
五
七
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
を
も
ち
、
耐
火
煉
瓦
の
炉
壁
の
厚
さ
は
最
大
部
で
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
炉
頂
堅
一
 
 

重
開
閉
式
の
装
入
装
置
、
高
炉
ガ
ス
取
出
し
口
、
非
常
用
の
排
気
弁
と
注
水
弁
が
あ
り
、
さ
ら
に
装
入
物
崩
落
防
止
用
の
シ
ャ
フ
ト
リ
ン
グ
が
炉
内
 
 

に
つ
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
炉
底
近
く
に
熱
風
吹
込
み
口
八
ケ
所
、
ス
ラ
グ
羽
口
三
ケ
所
が
あ
り
、
炉
底
の
溶
銑
湯
出
し
口
に
ほ
圧
さ
く
空
気
式
開
 
 

閉
機
が
使
用
さ
れ
た
。
炉
体
の
襲
面
ほ
鋼
板
で
被
わ
れ
、
全
体
に
注
水
冷
却
装
置
が
付
設
さ
れ
て
い
る
。
炉
体
は
四
本
の
鋼
製
支
柱
を
組
ん
だ
や
ぐ
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九
二
 
 

ら
で
か
こ
わ
れ
、
炉
頂
装
鹿
、
ガ
ス
導
管
、
熱
風
導
管
な
ど
の
盈
魔
物
は
こ
の
や
ゃ
ら
で
支
持
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

付
属
の
カ
ウ
パ
ー
塑
熱
風
炉
は
高
炉
ガ
ス
を
使
用
し
て
高
炉
に
吹
込
む
空
気
を
一
〇
〇
〇
度
に
予
熱
す
る
装
置
で
、
高
さ
三
三
メ
ー
ト
ル
、
内
径
 
 

六
・
五
メ
ー
ト
ル
、
加
熱
面
構
八
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
高
炉
一
基
に
つ
き
四
基
、
合
計
二
四
基
が
一
列
に
建
設
さ
れ
た
。
送
風
装
置
ほ
 
 

二
サ
イ
ク
ル
・
タ
ン
デ
ム
型
送
風
機
八
基
を
使
用
し
、
一
分
間
に
】
－
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
空
気
を
炉
内
に
吹
き
込
む
能
力
を
も
つ
。
高
炉
ガ
ス
 
 

は
炉
頂
か
ら
除
じ
ん
装
置
、
ホ
ル
デ
ソ
型
浄
化
冷
却
装
庶
、
水
洗
浄
化
装
置
な
通
過
し
て
含
じ
ん
盈
〇
・
〇
こ
グ
ラ
ム
／
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
浄
化
 
 

さ
れ
た
あ
と
ガ
ス
送
風
機
、
ガ
ス
発
電
棟
、
熱
風
炉
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
に
供
給
さ
れ
る
。
高
炉
設
備
に
付
属
す
る
発
電
所
は
ガ
ス
発
電
機
九
基
に
よ
 
 

っ
て
五
〇
サ
イ
ク
ル
交
流
電
力
二
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 
 
 

高
炉
か
ら
溶
出
し
さ
れ
た
溶
銑
は
三
五
ト
ン
帝
銑
ナ
べ
串
で
隣
接
の
製
鋼
工
場
に
運
ば
れ
、
ひ
と
ま
ず
混
銑
炉
に
収
容
さ
れ
る
。
混
銑
炉
は
内
径
 
 

六
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
筒
型
の
耐
火
煉
瓦
づ
く
り
の
タ
ン
ク
で
八
〇
〇
ト
ン
の
容
盈
を
も
ち
、
溶
銑
の
貯
蔵
、
混
合
、
脱
硫
、
温
 
 

度
調
節
を
お
こ
な
う
。
混
銑
炉
で
混
合
、
調
整
さ
れ
た
溶
銑
ほ
別
の
溶
銑
ナ
ベ
串
で
ト
ー
マ
ス
転
炉
設
備
の
二
階
作
藻
デ
ッ
キ
に
運
ば
れ
、
億
劫
装
 
 

置
に
よ
っ
て
転
炉
に
装
入
さ
れ
る
。
三
〇
ト
∴
／
・
■
ト
ー
マ
ス
転
炉
は
外
径
≡
－
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
洋
梨
型
の
燃
焼
炉
で
、
四
基
が
 
 

や
は
り
一
列
に
配
置
さ
れ
た
。
炉
体
は
表
面
を
鋼
板
で
被
い
、
傾
勤
装
庶
の
ト
ニ
ア
ニ
オ
ン
軸
に
よ
っ
て
鋳
鋼
製
の
台
座
に
支
持
さ
れ
て
い
た
。
溶
銑
 
 

を
装
入
し
た
あ
と
炉
底
の
ノ
ズ
ル
か
ら
圧
さ
く
空
気
を
吹
き
込
み
、
溶
銑
に
含
ま
れ
る
炭
素
、
麟
、
磋
索
、
硫
讃
を
燃
焼
さ
せ
、
石
灰
石
、
マ
ン
ガ
 
 

ン
を
投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
酸
化
物
を
ス
ラ
グ
に
固
定
さ
せ
、
約
二
〇
分
で
溶
鋼
を
生
産
し
た
。
こ
の
と
き
炭
素
そ
の
他
の
燃
焼
に
よ
 
 

っ
て
高
温
が
発
生
し
た
の
で
、
燃
料
を
加
え
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
生
産
さ
れ
た
溶
鋼
は
、
偶
数
装
既
に
ょ
っ
て
溶
鋼
ナ
ベ
に
移
さ
れ
、
電
動
台
車
 
 

で
製
鋼
設
備
に
付
属
す
る
造
塊
場
に
運
ば
れ
て
、
別
の
台
串
上
に
並
べ
ら
れ
た
鋳
型
に
流
し
込
ま
れ
、
重
さ
四
～
五
ト
ソ
の
鋼
ブ
ロ
ッ
ク
に
造
塊
さ
 
 

れ
た
。
鋼
ブ
ロ
ッ
ク
ほ
さ
ら
に
均
熱
炉
で
温
度
を
調
節
し
た
あ
と
、
圧
延
工
場
に
運
ば
れ
た
。
製
鋼
設
備
に
は
こ
の
は
か
圧
さ
く
空
気
ポ
ン
プ
、
水
 
 

圧
ポ
ン
プ
、
副
原
料
、
耐
火
煉
瓦
、
ス
ラ
グ
の
運
搬
、
加
工
設
備
が
付
属
す
る
。
 
 
 

圧
延
工
場
は
上
屋
部
分
の
面
積
七
万
六
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
作
業
場
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
圧
延
機
一
基
、
大
型
形
鋼
用
圧
延
放
三
基
、
棒
 
 

鋼
、
鋼
材
用
圧
延
機
三
基
を
中
心
に
、
多
数
の
作
業
磯
、
動
力
機
、
運
搬
装
置
そ
の
他
を
設
備
し
て
い
た
。
圧
延
工
場
に
到
着
し
た
鋼
ブ
ロ
ッ
ク
 
 

ほ
、
ま
ず
ブ
ロ
ッ
ク
圧
延
機
で
適
当
な
断
面
を
も
つ
鋼
材
に
予
傭
圧
延
さ
れ
、
水
圧
シ
ェ
！
レ
で
適
当
な
長
さ
に
切
断
さ
れ
た
あ
と
P
l
ル
ガ
ン
グ
 
 

で
仕
上
げ
圧
延
機
に
送
ら
れ
る
。
仕
上
げ
圧
延
機
ほ
用
途
別
に
六
基
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
往
復
送
り
装
置
、
回
転
＝
移
動
装
置
、
切
断
ザ
ー
ゲ
、
盤
 
 
 



形
機
な
ど
を
ロ
ー
ル
ガ
ン
グ
で
連
結
し
た
シ
ュ
ト
ラ
ッ
セ
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
大
型
圧
延
機
の
ひ
と
つ
九
〇
〇
号
圧
延
機
の
ば
あ
い
四
段
の
 
 

圧
延
ロ
ー
ラ
ー
を
備
え
、
七
〇
〇
〇
馬
力
の
タ
ン
デ
ム
蒸
気
機
関
で
駆
動
し
、
圧
延
P
－
ラ
ー
の
前
後
に
あ
る
往
復
送
り
装
置
と
回
転
移
動
装
置
で
 
 

鋼
材
を
回
転
、
往
復
さ
せ
な
が
ら
形
鋼
、
レ
ー
ル
、
巣
材
を
製
造
し
た
。
圧
延
さ
れ
た
鋼
材
は
切
断
ザ
ー
ゲ
で
一
定
の
長
さ
に
裁
断
さ
れ
、
ロ
ー
ル
 
 

ガ
ソ
グ
で
整
形
作
業
場
に
送
ら
れ
た
。
整
形
作
業
は
圧
延
の
際
に
生
じ
た
歪
み
や
ね
じ
れ
を
修
正
し
、
レ
ー
ル
や
梁
材
に
必
要
な
穴
を
あ
け
る
作
業
 
 

で
、
九
〇
〇
号
圧
延
シ
ュ
ト
ラ
ッ
セ
で
は
一
〇
〇
馬
力
の
電
動
整
形
椒
と
四
〇
馬
力
の
電
動
プ
レ
ス
機
を
使
用
し
て
い
た
。
他
の
圧
延
機
お
よ
び
圧
 
 

延
シ
ュ
ト
ラ
ッ
セ
の
操
業
も
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
圧
延
機
正
よ
る
予
備
圧
延
に
始
ま
り
、
整
形
作
業
で
終
る
圧
 
 

延
シ
ュ
ト
ラ
ッ
セ
の
延
長
は
、
最
長
部
で
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
た
っ
し
た
。
整
形
が
終
っ
た
鋼
材
、
圧
延
製
品
は
貯
蔵
場
に
運
ば
れ
、
検
査
を
う
け
 
 

て
出
荷
さ
れ
る
。
出
荷
量
は
l
日
平
均
一
入
〇
〇
ト
ン
に
た
っ
し
た
。
 
 

こ
う
し
て
広
大
な
敷
地
に
建
設
さ
れ
た
新
鋭
工
場
の
諸
設
備
は
、
計
画
段
階
で
か
か
げ
た
次
の
目
標
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
日
生
産
力
を
 
 

飛
躍
的
に
増
強
し
な
が
ら
、
生
産
の
全
工
程
の
連
続
性
を
確
保
し
、
一
部
に
故
障
が
生
じ
て
も
作
業
の
全
面
的
停
止
を
防
ぎ
う
る
こ
と
。
こ
の
た
め
 
 

す
べ
て
の
設
備
を
二
基
以
上
組
み
合
せ
て
建
設
し
、
原
材
料
が
た
え
ず
一
定
方
向
に
流
れ
る
よ
う
配
置
し
た
。
冒
作
業
の
全
面
的
な
機
械
化
と
電
 
 

化
、
と
く
に
運
搬
作
業
に
つ
い
て
そ
れ
を
徹
底
す
る
こ
と
。
こ
の
た
め
電
動
台
車
、
移
動
ク
レ
ー
ン
、
償
動
装
置
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ロ
ー
ル
ガ
ン
 
 

グ
な
ど
新
型
の
運
搬
機
械
装
置
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
圧
延
工
場
だ
け
で
運
搬
用
に
電
動
蛾
三
〇
〇
台
を
投
入
し
た
。
運
搬
作
業
の
機
械
化
は
、
 
 

生
産
工
程
の
連
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
条
件
で
あ
っ
た
。
目
顔
械
的
作
業
じ
た
い
の
自
動
化
と
省
力
化
。
作
業
機
に
自
動
 
 

装
置
を
と
り
つ
け
、
横
根
の
運
転
に
必
要
な
人
手
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
た
。
た
と
え
ば
六
五
七
号
連
続
圧
延
シ
ュ
ト
ラ
ッ
セ
の
運
転
作
業
員
は
六
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
姐
岨
n
 
 

で
あ
り
、
同
規
模
の
在
来
設
備
に
く
ら
べ
半
数
以
下
に
削
減
さ
れ
た
む
 
 

な
お
、
工
場
内
に
付
属
研
究
所
と
材
料
試
験
室
が
付
設
さ
れ
た
。
研
究
所
ほ
≡
階
建
の
独
立
棟
で
、
床
面
積
二
八
〇
〇
平
方
メ
！
ト
ル
あ
り
、
金
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

1
2
）
 
 

属
組
織
研
究
室
、
化
学
実
験
室
、
工
作
室
を
備
え
、
鉄
鋼
生
産
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
と
実
験
を
お
こ
な
っ
て
い
た
 

右
の
銑
鋼
一
貫
生
産
体
制
と
対
比
し
て
、
機
械
工
業
の
量
産
ラ
イ
ソ
体
制
は
組
織
さ
れ
た
管
理
体
系
を
特
徴
と
し
、
そ
の
編
成
と
発
展
 
 

（
1
3
）
 
 

の
推
進
力
と
な
っ
た
の
は
量
産
管
理
技
術
の
発
達
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
糠
械
工
業
の
生
産
過
程
の
構
造
が
格
段
に
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
 
 

当
時
の
磯
械
技
術
と
量
産
規
模
の
も
と
で
は
磯
械
体
系
を
完
成
す
る
こ
と
が
不
可
鰭
だ
っ
た
こ
と
に
ょ
る
。
も
ち
ろ
ん
量
産
ラ
イ
ソ
体
制
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九
四
 
 

の
ば
あ
い
も
生
産
過
程
の
多
く
の
段
階
を
機
械
化
し
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
量
産
化
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
ほ
い
う
ま
で
も
な
 
 

い
。
し
か
し
機
械
工
業
の
生
産
過
程
の
基
本
的
三
段
階
を
な
す
鋳
＝
鍛
造
工
程
、
機
械
工
作
工
程
、
組
立
て
工
程
は
、
い
ず
れ
も
多
岐
に
 
 

わ
か
れ
た
部
分
作
業
の
流
れ
と
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
、
部
分
作
業
の
な
か
に
ほ
故
械
化
が
困
難
な
も
の
、
あ
る
い
 
 

（
1
4
）
 
 

ほ
当
時
と
し
て
ほ
不
可
能
な
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
機
械
化
が
も
っ
と
も
進
ん
で
い
た
の
は
機
械
工
作
工
程
で
あ
り
、
 
 

主
要
な
作
業
ほ
ほ
ぼ
全
面
的
に
横
根
化
さ
れ
、
量
産
用
の
自
動
工
作
機
械
が
す
で
に
一
般
的
に
普
及
し
て
い
た
。
つ
い
で
鋳
＝
鍛
造
工
程
 
 

が
い
わ
ば
神
経
系
統
と
し
て
生
産
有
機
体
を
編
成
し
統
制
す
る
役
割
を
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
労
働
組
織
か
ら
独
立
し
た
統
合
的
な
管
 
 

（
1
 

の
椒
械
化
が
進
み
、
自
動
車
用
磯
の
導
入
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
木
型
工
作
な
ど
一
部
の
寵
要
な
作
業
が
熟
練
労
働
に
ゆ
だ
ね
 
 

ら
れ
て
い
た
。
最
後
に
組
立
て
工
程
で
は
機
械
化
が
お
く
れ
、
主
要
な
作
業
は
す
べ
て
熟
練
労
働
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
 
 

こ
で
も
互
換
性
部
品
の
使
用
と
作
業
分
割
に
よ
り
熟
練
労
働
の
変
質
性
が
低
下
し
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
機
械
化
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
 
 

（
1
5
）
 
 

見
逃
せ
な
い
。
と
も
か
く
、
こ
う
し
て
量
産
ラ
イ
ン
体
制
の
重
要
な
基
礎
と
し
て
機
械
化
が
着
突
に
進
行
し
、
部
分
的
に
量
産
磯
械
技
術
 
 

（
1
6
）
 
 

に
も
と
づ
く
機
械
体
系
の
萌
芽
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
な
お
部
分
的
、
相
対
的
な
磯
械
化
の
段
 
 

階
に
と
ど
ま
り
、
進
展
の
程
度
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ず
れ
が
存
在
し
て
、
生
産
過
程
の
全
面
的
な
機
械
体
系
の
完
成
に
は
な
お
遠
い
状
態
に
 
 

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
量
産
ラ
イ
ン
体
制
の
ば
あ
い
客
観
的
な
「
骨
核
」
を
欠
い
た
わ
け
で
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
組
織
さ
れ
た
管
理
体
系
 
 
 

理
機
関
（
「
工
場
管
理
室
」
汐
t
r
i
各
s
b
賢
0
）
を
設
置
し
、
こ
の
機
関
が
統
一
的
生
産
計
画
を
作
成
し
た
う
え
で
す
べ
て
の
部
分
作
業
の
内
 
 

7
）
 
 

械
工
業
に
特
有
な
複
雑
に
交
錯
す
る
生
産
工
程
の
流
れ
を
全
体
に
わ
た
っ
て
合
理
的
、
効
率
的
に
編
成
し
、
ま
た
生
産
条
件
の
変
化
を
棟
 
 

数
に
対
応
し
て
そ
れ
ら
を
修
正
、
変
更
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
さ
ら
に
量
産
化
の
進
行
に
 
 
 



と
も
な
っ
て
多
く
の
新
し
い
補
助
的
手
段
が
必
要
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
や
方
法
が
考
案
さ
れ
実
用
化
さ
れ
た
。
生
産
計
画
の
た
め
 
 

の
正
確
な
計
算
基
準
を
え
る
た
め
の
作
業
実
繚
の
測
定
と
記
録
の
作
成
、
蓄
積
さ
れ
た
記
録
資
料
に
も
と
づ
く
生
産
要
素
の
標
準
化
、
情
 
 

報
伝
達
の
た
め
の
文
書
類
の
書
式
の
統
一
と
整
備
、
明
確
な
職
務
規
程
に
よ
る
指
揮
系
統
、
職
務
権
限
、
職
階
身
分
の
確
立
、
刺
激
的
賃
 
 

（
柑
）
 
 

金
や
報
賞
制
度
な
ど
。
こ
う
し
た
量
産
管
理
技
術
の
新
し
い
手
段
や
方
法
は
、
当
時
ド
イ
ツ
で
「
組
織
技
術
」
O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
O
n
S
t
¢
C
F
n
i
k
、
 
 

「
管
理
技
術
」
ざ
r
w
a
ぎ
n
g
s
t
巾
C
F
n
i
k
な
ど
の
名
称
で
よ
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
や
新
し
い
工
場
組
織
の
発
展
に
 
 

（
1
9
）
 
 

刺
激
さ
れ
な
が
ら
、
と
く
に
機
械
工
菜
に
お
い
て
急
速
な
発
達
を
と
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
管
理
機
能
の
増
強
と
多
様
 
 

化
、
管
理
機
構
の
組
織
的
整
備
と
膨
張
が
、
企
業
内
労
働
関
係
に
大
き
な
変
化
を
ひ
き
お
こ
し
な
が
ら
進
行
し
た
。
組
織
化
さ
れ
た
管
理
 
 

体
系
の
も
と
で
量
産
管
理
技
術
の
発
達
を
推
進
力
と
し
て
、
量
産
ラ
イ
ン
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

B
A
M
A
G
社
の
エ
場
組
織
 
同
社
で
ほ
重
役
会
の
統
暗
の
も
と
に
常
葉
部
、
技
術
部
、
製
造
部
、
据
付
け
エ
事
部
、
経
理
部
、
渉
外
部
の
六
つ
 
 

の
業
務
部
が
宙
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
重
役
が
指
揮
統
制
し
て
い
た
。
各
業
務
部
の
業
務
内
容
と
上
級
か
ら
現
場
ま
で
の
業
務
担
当
者
の
職
務
権
限
 
 

は
、
職
務
規
程
に
よ
っ
て
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
ほ
農
産
ラ
イ
ン
の
編
成
に
直
接
か
か
わ
る
技
術
部
と
製
造
部
の
組
織
に
つ
い
て
述
べ
 
 

て
お
こ
う
。
技
術
部
丁
筈
F
n
i
s
c
訂
A
b
t
e
i
訂
n
g
ほ
技
術
担
当
窪
役
と
そ
の
補
佐
役
の
上
級
技
師
二
名
の
も
と
に
見
横
り
課
、
設
計
課
、
生
産
計
画
 
 

課
、
規
格
管
理
課
の
四
つ
の
課
U
n
t
e
旨
i
ど
n
g
を
お
き
、
各
課
に
製
品
別
の
担
当
係
を
お
い
て
い
た
。
ま
ず
顧
客
か
ら
の
引
き
合
い
が
あ
る
と
見
 
 

積
り
課
の
担
当
係
が
供
給
で
き
る
製
品
の
仕
様
書
と
生
産
コ
ス
ト
見
構
り
蕃
を
作
成
し
、
技
術
盈
役
ま
た
は
上
級
技
師
の
決
裁
を
へ
て
営
業
部
に
そ
 
 

れ
を
送
付
す
る
。
契
約
が
成
立
す
る
と
営
業
部
か
ら
製
品
の
引
き
渡
し
条
件
を
示
す
指
図
書
が
技
術
部
に
送
付
さ
れ
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
ふ
た
た
 
 

び
設
計
課
の
担
当
技
術
職
貞
が
製
造
の
た
め
の
詳
細
な
設
計
図
を
作
成
す
る
。
次
い
で
こ
の
設
計
図
を
も
と
に
生
産
計
画
課
が
製
品
の
完
成
ま
で
に
 
 

必
要
な
す
べ
て
の
作
業
の
手
順
を
計
画
し
、
個
別
の
作
業
の
内
容
と
方
法
を
指
定
し
た
作
業
仕
様
書
を
作
成
す
る
。
製
品
の
設
計
と
生
産
計
画
の
作
 
 

成
に
際
し
て
、
一
定
の
規
格
に
従
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
親
格
管
理
課
の
担
当
職
負
が
つ
ね
に
こ
れ
ら
に
参
画
し
た
。
規
格
は
担
当
技
術
職
貞
が
製
 
 

造
部
と
協
議
し
て
決
定
す
る
が
、
そ
れ
は
同
社
の
長
年
の
製
造
経
験
の
番
横
を
い
み
し
、
し
た
が
っ
て
特
別
の
殊
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
こ
 
 

九
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（
2
2
）
 
 
と
こ
ろ
で
量
産
ラ
イ
ソ
体
制
を
つ
ら
ぬ
く
基
本
原
理
は
、
労
働
の
分
割
A
r
訂
i
t
s
｛
e
i
－
巨
g
で
あ
っ
た
。
労
働
の
分
割
は
複
雑
労
働
の
単
 
 

純
労
働
へ
の
分
解
に
始
ま
り
、
生
産
的
労
働
と
管
理
業
務
の
枚
能
的
分
割
、
管
理
業
務
じ
た
い
の
部
分
的
業
務
へ
の
分
解
、
管
理
権
限
の
 
 
 

九
六
 
 

う
し
て
作
成
さ
れ
た
詳
細
な
設
計
図
と
作
業
仕
様
裔
が
、
技
術
部
か
ら
製
造
部
に
送
付
さ
れ
る
。
製
造
部
汐
t
計
b
∽
P
b
t
乱
打
5
g
は
や
は
り
担
当
重
役
 
 

と
上
級
技
師
に
相
当
す
る
工
場
長
の
指
揮
下
に
あ
る
が
、
組
織
と
し
て
ほ
作
業
管
理
室
穿
t
計
b
旨
賢
0
と
作
業
現
場
W
e
r
k
s
t
a
露
に
わ
か
れ
て
い
 
 

た
。
作
業
管
理
室
は
数
名
の
技
術
職
負
か
ら
な
り
、
エ
場
長
の
直
接
の
指
揮
下
に
設
計
図
と
作
業
仕
様
番
に
も
と
づ
い
て
作
莱
を
担
当
す
る
現
場
を
 
 

決
定
し
、
現
場
親
方
と
協
議
し
て
請
負
い
作
業
を
手
配
す
る
。
作
業
管
理
室
の
も
う
ひ
と
つ
の
蕊
要
な
任
務
は
個
別
の
作
業
ご
と
に
請
負
い
貸
金
を
 
 

決
定
す
る
こ
と
で
、
こ
の
た
め
す
べ
て
の
作
薬
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
標
準
語
負
い
単
価
衆
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
い
で
作
業
現
場
で
 
 

は
現
場
親
方
の
監
督
下
に
作
業
班
舛
0
－
O
n
n
e
を
単
位
と
し
て
作
業
仕
様
番
に
し
た
が
っ
て
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
組
織
の
構
成
と
担
当
業
務
の
内
容
、
権
限
、
手
拭
き
は
職
務
親
定
に
く
わ
し
く
定
め
ら
れ
、
整
備
さ
れ
た
番
析
形
式
に
よ
っ
て
相
互
の
 
 

連
絡
、
指
示
、
命
令
が
伝
達
さ
れ
た
。
職
務
規
程
に
よ
る
作
業
管
理
室
の
業
務
な
中
心
に
こ
れ
を
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
技
術
部
か
ら
 
 

設
計
図
と
作
業
仕
様
書
を
う
け
と
る
と
、
担
当
職
農
が
作
業
内
容
別
に
色
わ
け
さ
れ
た
請
負
い
伝
票
を
作
成
す
る
。
請
負
い
伝
票
に
は
作
業
内
容
、
 
 

作
業
期
限
、
個
数
、
単
価
が
記
入
さ
れ
、
設
計
図
、
作
兼
任
様
審
の
写
し
と
と
も
に
作
業
親
方
に
ひ
き
わ
た
さ
れ
る
。
作
業
親
方
は
適
当
な
作
業
班
 
 

を
選
ん
で
こ
れ
ら
を
示
し
、
作
業
の
遂
行
を
命
じ
る
。
作
業
を
ひ
き
う
け
た
労
働
者
は
請
負
い
伝
票
に
署
名
し
、
ま
た
作
業
が
つ
づ
く
あ
い
だ
毎
日
 
 

の
作
業
時
間
を
案
面
に
く
わ
し
く
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
作
業
が
完
了
す
る
と
作
業
親
方
が
請
負
い
伝
票
に
署
名
し
て
、
作
業
管
理
室
に
そ
 
 

れ
を
も
ど
す
。
こ
こ
で
担
当
職
員
の
検
査
を
う
け
た
請
負
い
伝
票
ほ
経
理
部
の
貸
金
計
算
課
と
決
算
課
に
回
送
さ
れ
た
あ
と
、
ふ
た
た
び
作
業
管
理
 
 

室
に
も
ど
さ
れ
保
存
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
請
負
い
伝
票
の
ほ
か
、
作
業
現
場
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
作
業
管
理
室
が
伝
票
ま
た
は
 
 

番
類
を
作
成
し
た
。
原
材
料
受
取
伝
票
、
製
品
送
付
伝
票
、
倉
庫
出
納
伝
票
、
不
良
品
処
理
伝
票
、
修
理
伝
票
等
。
こ
れ
ら
の
伝
票
や
香
炉
が
工
場
 
 

組
織
を
巡
回
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
要
な
情
報
が
一
定
の
方
式
で
伝
達
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
工
場
全
体
の
作
業
の
統
制
が
統
一
的
に
お
こ
な
 
 

わ
れ
た
。
ま
た
保
存
さ
れ
た
伝
票
と
香
炉
ほ
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
統
計
の
作
成
の
た
め
や
、
生
産
費
索
の
規
格
化
や
標
準
語
負
い
賃
金
の
決
定
の
た
め
 
 

（
2
1
）
 
 

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
 
 



分
割
に
い
た
る
。
そ
れ
は
人
間
労
働
の
属
性
を
分
割
し
外
的
に
対
立
さ
せ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
生
産
に
お
け
る
労
働
の
主
体
的
機
能
を
剥
 
 

奪
ま
た
は
稀
釈
化
し
、
労
働
力
を
物
的
生
産
要
素
と
同
様
の
代
替
可
能
な
客
体
的
要
素
た
ら
し
め
る
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
量
産
ラ
イ
ン
体
制
 
 

の
編
成
と
統
制
の
た
め
の
計
算
可
能
な
容
観
的
基
礎
、
つ
ま
り
す
べ
て
の
生
産
要
素
の
規
格
化
が
獲
得
さ
れ
た
。
他
方
で
労
働
の
分
割
は
 
 

熟
練
労
働
を
量
産
体
制
に
順
応
さ
せ
る
強
制
力
と
し
て
作
用
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
基
礎
の
う
え
に
、
規
格
化
さ
れ
た
生
産
要
素
の
正
 
 

確
な
計
算
を
お
こ
な
い
、
生
産
条
件
に
最
適
な
量
産
ラ
イ
ン
体
制
を
編
成
し
統
制
す
る
こ
と
が
、
組
織
さ
れ
た
管
理
体
系
の
役
割
で
あ
っ
 
 

（
2
3
）
 
た
。
い
い
か
え
れ
ば
機
械
体
系
が
生
産
有
機
体
の
客
観
的
骨
核
と
し
て
に
な
っ
た
役
割
を
、
組
織
さ
れ
た
管
理
体
系
は
い
わ
ば
神
経
系
統
 
 

と
し
て
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
量
産
ラ
イ
ン
体
制
に
お
い
て
ほ
、
生
産
力
の
発
展
ほ
生
産
＝
労
働
過
程
の
細
 
 

（
2
4
）
 
 

分
化
と
多
様
化
、
専
門
工
場
の
拡
大
、
管
理
機
関
の
組
織
的
膨
張
、
生
産
の
多
角
化
と
い
う
形
を
と
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
銑
鋼
一
貫
生
産
体
制
と
量
産
ラ
イ
ソ
体
制
に
み
ら
れ
る
対
鍍
的
な
編
成
形
態
と
発
展
傾
向
ほ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
量
産
機
械
 
 

技
術
と
量
産
管
理
技
術
が
に
な
っ
た
役
割
の
相
違
に
ょ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
ば
あ
い
、
さ
ら
に
次
の
三
点
に
つ
い
て
神
足
し
 
 

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、
量
産
の
た
め
の
右
の
二
つ
の
技
術
体
系
は
ほ
ん
ら
い
相
互
補
完
的
機
能
を
も
ち
、
銑
鋼
一
貫
生
産
体
制
 
 

と
量
産
ラ
イ
ン
体
制
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
両
者
が
多
か
れ
少
な
か
れ
結
合
さ
れ
、
一
定
の
均
衡
の
も
と
に
量
産
体
制
の
基
礎
技
術
と
な
 
 

（
2
5
）
 
 

っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
鉄
鋼
業
に
お
け
る
品
質
管
理
、
コ
ス
ト
管
理
、
労
務
管
理
の
方
式
や
事
務
・
情
報
処
理
の
手
段
は
量
産
管
理
技
術
 
 

に
ょ
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
墟
械
工
業
の
専
用
機
械
装
置
や
そ
れ
ら
の
結
合
に
よ
る
生
産
過
程
の
連
続
化
、
自
動
化
は
量
産
機
械
技
術
の
 
 

発
達
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
量
産
体
制
の
編
成
形
態
や
発
展
傾
向
に
多
様
な
中
間
形
態
や
変
形
が
存
在
し
、
ま
た
た
え
ず
 
 

変
化
し
た
こ
と
の
根
拠
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
銑
鋼
菜
で
い
ち
早
く
機
械
体
系
が
完
成
し
た
理
由
と
し
て
そ
れ
が
素
材
転
換
塾
産
業
で
あ
 
 

り
、
原
料
鉱
石
か
ら
鋼
材
ま
で
の
生
産
過
程
の
流
れ
が
単
線
的
に
逓
統
す
る
相
対
的
に
単
純
な
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
 
 

ド
イ
ツ
金
属
労
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九
八
 
 

（
2
6
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
耶
）
 
い
。
こ
の
点
は
す
で
に
一
九
世
紀
半
ば
に
棟
械
体
系
を
完
成
し
た
織
維
工
業
と
共
通
す
る
一
面
と
い
え
る
。
し
か
し
他
方
で
、
機
械
工
業
 
 

に
お
い
て
機
械
体
系
が
完
成
し
な
か
っ
た
理
由
ほ
、
生
産
構
造
の
複
雑
さ
だ
け
に
ょ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
機
械
工
業
の
ば
あ
い
当
時
の
 
 

（
2
8
）
 
 

市
場
条
件
に
規
定
さ
れ
た
量
産
規
模
の
限
界
が
、
枚
械
化
の
進
展
を
制
約
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
要
田
で
あ
っ
た
。
少
数
の
大
工
場
に
限
ら
 
 

れ
た
が
、
、
、
、
シ
ソ
、
自
転
車
、
農
業
用
機
械
、
繊
維
機
械
、
小
火
器
が
な
ど
は
検
視
化
さ
れ
た
流
れ
作
業
方
式
に
よ
る
組
立
て
が
始
ま
っ
 
 

て
い
攣
機
械
化
の
困
難
は
量
産
規
模
の
拡
大
誓
っ
て
相
対
化
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
量
産
機
械
技
術
と
量
産
管
理
技
 
 

術
は
本
稿
で
い
う
生
産
過
程
の
近
代
化
お
よ
び
合
理
化
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
生
産
 
 

過
程
の
近
代
化
と
は
量
産
機
概
技
術
に
も
と
づ
く
機
械
化
、
機
械
装
置
の
改
良
、
機
械
体
系
の
整
備
を
い
み
し
、
合
理
化
と
ほ
量
産
管
理
 
 

技
術
に
ょ
る
組
織
的
体
系
的
な
効
率
の
追
求
と
そ
の
た
め
の
統
制
の
強
化
を
い
み
す
る
。
む
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
概
念
規
定
は
本
稿
の
課
題
 
 

に
そ
っ
て
特
定
し
た
範
田
内
で
使
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
的
妥
当
性
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
二
〇
世
紀
初
 
 

頭
の
ド
イ
ツ
金
属
＝
機
械
工
業
の
発
展
の
現
実
に
そ
く
し
て
生
産
過
程
の
近
代
化
と
合
理
化
と
い
う
概
念
を
有
意
味
に
使
用
す
る
た
め
に
 
 

ほ
、
右
の
よ
う
な
内
容
規
定
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
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一
〇
〇
 
 

（
1
9
）
 
量
産
管
理
技
術
の
た
め
の
最
初
の
専
門
雑
誌
と
し
て
、
一
入
九
人
年
に
 
○
蒜
a
n
i
s
a
t
i
O
n
．
F
a
c
b
b
－
a
t
t
 
d
e
r
 
L
邑
e
n
d
e
n
 
M
許
n
巾
ニ
n
 
 

H
a
n
d
e
言
n
d
I
n
d
u
s
t
r
i
P
が
創
刊
さ
れ
た
。
同
誌
は
「
明
確
で
厳
密
な
組
織
」
が
企
業
の
成
功
の
鍵
で
あ
る
と
し
、
組
織
技
術
、
組
織
科
学
 
 

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
め
ぎ
し
た
。
こ
○
世
紀
に
は
い
る
と
同
様
な
専
門
雑
誌
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
ぞ
賢
m
．
Z
軋
t
s
c
g
詩
詳
 
 

m
O
d
m
r
日
印
G
巾
S
C
露
冴
・
亡
已
謬
t
r
i
各
s
打
u
n
d
e
こ
苫
馬
J
 
T
e
c
F
n
i
k
 
u
n
d
責
鼓
c
訂
戸
M
O
n
a
t
S
C
訂
i
罪
d
訝
く
¢
邑
n
s
D
¢
ま
s
c
訂
r
 
 

I
n
笥
n
i
e
焉
巾
－
－
富
男
な
ど
。
ま
た
多
く
の
エ
科
大
学
や
商
科
大
学
で
「
組
織
学
」
O
r
g
a
n
i
s
a
－
i
呂
邑
s
s
昌
邑
a
許
や
「
工
場
管
理
」
 
 

世
各
i
各
s
置
F
⊇
点
の
静
座
が
設
置
さ
れ
、
】
九
〇
八
年
に
ほ
「
新
し
く
登
場
し
た
組
織
技
術
者
」
の
た
め
の
職
業
団
体
が
結
成
さ
れ
、
さ
ら
 
 

に
「
組
織
学
会
」
ざ
r
e
i
n
旨
○
膏
ロ
i
s
邑
O
n
を
設
立
す
る
動
き
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
で
の
盈
産
管
理
技
術
へ
の
関
心
の
た
 
 

か
ま
り
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
新
し
い
エ
現
組
織
の
発
展
や
テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
成
功
に
刺
激
さ
れ
た
面
が
強
か
っ
た
。
一
九
世
紀
以
降
多
く
 
 

の
指
導
的
な
ド
イ
ツ
人
技
術
者
や
経
営
者
が
ア
メ
リ
カ
の
工
場
を
視
察
し
、
そ
の
近
代
化
さ
れ
た
生
産
方
汝
や
合
理
的
な
管
理
組
織
を
紹
介
す
 
 

る
と
と
も
に
、
国
際
市
場
で
の
競
争
者
と
し
て
の
「
ア
メ
リ
カ
の
脅
威
」
を
喧
伝
し
た
。
l
｝
舛
O
C
k
a
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a
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〇
．
】
S
．
山
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治
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u
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・
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生
産
過
程
の
近
代
化
お
よ
び
合
理
化
と
い
う
言
葉
ほ
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
事
情
と
関
連
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
い
み
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。
た
と
 
 

え
ば
わ
が
国
で
は
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
重
工
業
に
お
け
る
設
備
更
新
を
合
理
化
、
同
後
半
か
ら
の
新
産
業
導
入
を
近
代
化
と
称
し
た
い
き
さ
 
 

っ
が
あ
る
（
大
鳥
清
・
榎
本
正
敏
著
『
戦
後
日
本
の
経
済
過
程
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
、
参
照
）
。
ま
た
一
九
二
〇
年
代
の
ド
イ
 
 

ツ
に
お
け
る
合
理
化
運
動
は
、
国
際
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
う
し
た
用
 
 

語
法
は
そ
の
時
ど
き
の
産
業
的
課
題
を
平
易
に
表
現
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
か
な
ら
ず
し
も
ー
般
的
妥
当
性
を
明
確
に
し
て
い
た
 
 

と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
言
葉
を
使
用
す
る
ば
あ
い
、
本
稿
に
お
け
る
よ
う
に
具
体
的
閑
適
の
も
と
で
特
定
の
内
容
規
定
を
与
え
る
 
 

こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
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合
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問
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点
火
装
置
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は
い
り
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一
九
〇
八
年
以
後
は
流
れ
作
業
方
式
に
よ
る
組
立
て
が
お
こ
な
わ
れ
た
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